
輸出事業計画
※申請者名：株式会社みすずコーポレーション

品目：味付け油揚げ

【現状】
・味付け油揚げをアジア、北米向けを中心に輸出している。
・大豆加工食品をはじめとする植物性食品が一般的に受け入れられ始めており、特にアジア圏では需要（売上）が伸長し続けている。
・既存取引だけにとどまらず、新規販売先の開拓を継続実施している。

【課題】
・特に業務用形態での需要が多く、まとまった数量の取引が求められるため、新しい引合いに対して既存設備での増産では対応しきれない。
・日本食文化の浸透は進んでいるものの、「いなり寿司」の認知はまだまだ高くない。
・植物性食品の需要が特に見込めるＥＵ圏への輸出が拡大できていない。

様式２

１．輸出における現状と課題

４．輸出目標額

・輸出需要に応えるべく、2021年に稼働開始した新工場にて、増産設備を導入予定。
・増産設備においては、選別工程の自働化にも取組み、競争力強化を実現していく。
・既存工場で取得済みであるFSSC22000及びHALAL認証を、新規生産ラインにおいても取得していく。
・営業活動では、既存取引の拡大だけでなく、新規取引先（特にEU圏、東南アジア、オセアニア）への提案活動を継続する。
・輸出量の増加に応じて、物流体制を強化していくとともに貿易実務に対応できる人材を育成・確保していく。

２．輸出事業計画の取組内容

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

現状

（令和４年３月期）

目標年

（令和１１年３月期）
輸出額(千円) ９５３,３０４ １,４４５,３４９

主な輸出先国 北米・韓国・東南アジア
北米・韓国・ＥＵ

東南アジア・オセアニア

【P・計画】
現地での市場調査や、輸出商社からの情報
、JETRO商談会等の機会を活用して得た情
報に基づき輸出事業計画の立案。

【D・実行】
計画に基づいた生産活動及び営業活動の実
施。
輸出の実施。

【Ｃ・評価（検証）】
毎月の出荷実績の把握を通じた計画進捗状
況の確認。
輸出商社やディストリビューターからだけでなく、
業務用ユーザーからの直接の品質評価のフィ
ードバック取得。

【Ａ・改善】
検証で得たニーズに対応する商品開発の実
施。必要に応じて、生産計画を含めた輸出計
画の見直し。
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